
遠隔診療におけるMRTの取り組み 
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安心・安全・永続的な遠隔診療のために 

国内唯一 
ポケットドクターは上場会社2社でサービスを提供 

  東証マザーズ上場 
「医療を想い、社会に貢献する」 

 東証一部上場 

「ネットを空気に変える」 
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全国400以上の医療機関様が導入  

導入医療機関数 400以上 
北海道から九州まで医療機関様を徹底サポート 

  上場会社2社がサポートする 

「質の高い」 
 遠隔診療なら 
「ポケットドクター」 

東京本社 
大阪支社 
名古屋支社 
九州支社     2017年6月始動 

東北支社   2018年春  始動 

東京本社 

東北支社 

九州支社 

名古屋支社 
大阪支社 
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ポケットドクターとは 

日本初！※1  

PC・スマホ・タブレットでできる遠隔診療サービス 

①オンライン予約 ③クレジット決済 ②診療 ④配送サポート 

タップ操作で実現する簡潔な予約管理 

対面診療しているかのような高画質ビデオ通話 

クレジットカードによる会計 

処方箋の配送を丁寧にサポート 

※１ 2016年2月4日「ポケットドクター発表会」より 
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遠隔診療の対象になっている主な科目・疾患 

診療科 対象疾患、病態など 

循環器内科 高血圧、慢性心不全 

消化器内科 逆流性食道炎、慢性胃炎、潰瘍性大腸炎、クローン病 

呼吸器内科 ニコチン依存症、COPD、気管支喘息、睡眠時無呼吸症候群 

代謝・内分泌内科 糖尿病、脂質異常症、高尿酸血症、肥満症 

神経内科 片頭痛、てんかん、認知症 

整形外科 関節リウマチ、骨粗鬆症、変形性膝・股関節症 

皮膚科 アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、尋常性痤瘡、白癬、AGA  

耳鼻咽喉科 アレルギー性鼻炎、舌下療法免疫法 

泌尿器科 過活動膀胱、前立腺肥大、ED、STD 

眼科 アレルギー性結膜炎、ドライアイ 

精神科・心療内科 うつ病、躁うつ病、統合失調症、GID 

婦人科 不妊症、ピルの処方、更年期障害 

小児科 喘息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、低身長症 
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MRTの取り組み① 医療機関様への徹底したサポート  

張 嘉慧 
クリエイティブ プランナー 
 

大東 加奈 
クリエイティブ プランナー 
 

小川 智也医師 

取締役副社長 
 

橋本 彩海 
シニアコンサルタント 
 

南澤 秀奈 
シニアコンサルタント 
 

鈴木 愛理 
シニアコンサルタント 
 

医師・コンサルタントが導入前・導入後に医療機関様を徹底サポート 

▼専任サポートチーム 導入前サポート 

導入後サポート 

①オリジナルリーフレットの作成 ②専用WEBページの作成 ③勉強会の実施 

①アンケート調査 ②リーフレット配付 ③定期訪問 
 コンサルテーション 
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MRTの取り組み② 医師も患者も安心できるシステム構築 

まるで対面しているかのような高精細ビデオ通話を実現 
 
テレビ電話で相談者の顔色や患部の状況を確認し、具体的なアドバイスや診療が可能。 
写真送付、赤ペン、指さし機能などより、詳細な指示を伝える機能の充実（特許技術取得） 

カメラ機能 

カメラ切替 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミュート機能 

患者指示ボタン 

赤ペン機能 

指差し機能 

一時停止ボタン 
 

医師側の画面 患者側の画面 
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医師が患者のバイタルデータを確認しながら診察することが可能 

血圧 血糖値 脈拍数 体温 

酸素飽和度 歩数 体重 

MRTの取り組み② 医師も患者も安心できるシステム構築 
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音声記録、症状写真、保険証、通話履歴、が記録として残ります 

MRTの取り組み② 医師も患者も安心できるシステム構築 



遠隔服薬指導の必要性 
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遠隔診療市場の現状 

   遠隔診療ポケットドクター 

 

 

 

 

 

 

 

・導入件数   462件  （MRT社） 

・千葉県内     13件  （MRT社） 

・ユーザー数 約1万人 

 

67% 
7% 

26% 

診療種別 

保険診療 

自由診療 

両方 

26% 

18% 

10% 
10% 6% 

5% 

5% 

5% 

5% 10% 

診療科別 内科 

自由診療（AGA/ED） 

在宅 

心療内科・精神科 

皮膚科 

眼科 

耳鼻咽喉科 

美容皮膚科 

小児科 

その他 
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遠隔服薬指導の推進（今後の課題） 

医薬品配送までの遠隔完結化が求められる 

50% 

20% 

30% 
可能 

不可能 

不明（状況による） 70% 

10% 

20% 
手間がかかる 

手間だとは思わない 

なんとも思わない 

75% 

3% 

22% 
はい 

いいえ 

どちらでも良い 

 
遠隔診療・服薬指導・処方箋薬の配送までを遠隔にて完結化させること
で、 
患者の通院負担軽減、治療継続が高まることが見込まれる。 

薬局へ薬剤を取りに 
行くことは可能か？ 
 

薬局へ薬剤を取りに行くこと 
  をどう思うか？ 
 

遠隔服薬指導を 
望みますか？ 

▼ユーザー調査（100名） 
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43% 

34% 

14% 

7% 

2% 

遠隔診療おいて遠隔服薬指導は治療継続に 

有効だと思いますか？ 

5 非常に思う 

4 思う 

3 どちらでもない 

2 思わない 

1 全く思わない 

遠隔服薬指導の推進（今後の課題）  
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30% 

44% 

15% 

6% 
5% 

電子処方箋・遠隔服薬指導が可能になることで、

遠隔診療の有用性は高まると思いますか？ 

5 非常に思う 

4 思う 

3 どちらでもない 

2 思わない 

1 全く思わない 

▼医師調査（100名） 
 

 

遠隔服薬指導が可能になることで、 

遠隔診療の有効性が高まることが考えられる 
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遠隔服薬指導の推進（今後の望まれること） 

▼遠隔服薬指導により、見込まれること 

 
①生活習慣病患者：早期発見後の早期治療により、医療費抑制 

②高齢者：増加が見込まれるため、遠隔服薬指導により薬剤師の負担軽減につながる 

③就業者層：通院の負担軽減につながり、通院率向上から慢性疾患等の重症化防止 

 
 

 

①オンライン診療 
③服薬指導・医薬品配送 

②電子処方箋・処方薬の連絡 


